
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-143 ⾼等学校 情報 情報Ⅱ  
※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

7 実教 情Ⅱ007-901 最新情報Ⅱ 
 

１．編修の基本方針 

(1) 「知識及び技能」および「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」を体
験的に⾝に付けられるよう，すべての学習内容を例題を通し
て学べるようにした。 

(2) 例題で取り上げる題材は，⽣徒が理解しやすいよう⾝近で平
易な題材を⽤いた。 

(3) データサイエンスやプログラミングなど⾼度な内容でも理解
しやすいよう全体を通して平易な記述で解説した。 

(4) 「情報Ⅰ」と関連する項⽬では，必要に応じて「情報Ⅰ」の
内容を振り返りながら学べるようにした。 

(５) 学習内容と⽇常⽣活とのつながりを理解できるようコラム
を⽤意した。 

(6) 探究的な実習を各章末に掲載した。 
 
 

２．対照表 

（例） 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
1 章 
情報社会と情報技術 

・情報技術の発展による情報社会の進展
やコミュニケーションの多様化に関す
る知識を⾝に付けられるよう留意した
(第 1 号)。 

・情報技術の発展による⼈の知的活動に
よってもたらされる情報システムの創
造やデータ活⽤ついて理解できるよう
留意した(第 1 号)。 

・個⼈情報について詳しく扱い，⾃⼰の
みならず他者の個⼈情報にも配慮し，
適切に取り扱えるよう留意した(第 3
号)。 

・情報セキュリティについて，個⼈にお
ける脅威への理解を深められるよう，
また，その対策について⾝に付けられ
るよう留意した(第 1 号)。 

・学習者に⾝近な例を，イラストや写真
を⽤いて取り上げることで，学習内容

p.4〜13 
 
 

p.14〜15 
 
 
 
p.16〜17 
 
 
p.18〜21 
 
 
 
p.4〜5，p.15
〜18，p.22〜
23 

B5 判 168p 



 

と⽇常⽣活とが関連付けられるよう留
意した(第 2 号) 

 
 

2 章 
コミュニケーションとコンテ

ンツ 

・コミュニケーションおよびコンテンツ
に関する考え⽅や基本的な知識を幅広
く⾝に付けられるよう，イラストや写
真を多⽤して解説した(第 1 号)。 

・インフォグラフィックスの例として，
世界の森林⾯積を⽰す作品を⽤いた(第
4 号)。 

・学習者に⾝近な例を，イラストや写真
を⽤いて取り上げることで，学習内容
と⽇常⽣活とが関連付けられるよう留
意した(第 2 号)。 

 

p.27〜55 
 
 
 
p.32 
 
p.29，p.34，
p.36〜37，
p.41，p.43〜
47 

3 章 
データサイエンス 

・章扉で紹介する「新時代を拓いた⼈・
もの・こと」として⼈⼯知能の基礎と
なる理論の確⽴などに貢献した⽢利俊
⼀博⼠を取り上げた(第 5 号)。 

・データサイエンスやデータベース，⼈
⼯知能を実現するための技術に関する
考え⽅や基本的な知識を幅広く⾝に付
けられるよう表計算ソフトウェアの画
⾯やイラストを多⽤して解説した(第 1
号)。 

・学習者に⾝近な例を，イラストを⽤い
て取り上げることで，学習内容と⽇常⽣
活とが関連付けられるように留意した
(第 2 号)。 
 

p.61 
 
 
 
p.62〜97 
 
 
 
 
p.66，p.77，
p.93，p.96 

 
 
 
 
 

4 章 
情報システムとプログラム 

・情報システムにおけるデータの流れや
その仕組み等を理解しやすいよう図や
表を⽤いて解説した(第 1 号)。 

・システム開発の基本的な技術や知識を
幅広く⾝に付けられるよう，図や表を
⽤いて解説した(第 1 号)。 

・学習者に⾝近な例を，イラストを⽤い
て取り上げることで，学習内容と⽇常⽣
活とが関連付けられるように留意した
(第 2 号)。 
 

p.104〜117 
 
 
p.118〜139 
 
 
p.104，
p.106，p.118 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

学校教育法第五⼗⼀条の各⽬標を達成するため，以下の点に留意し，本書を編修した。 
 ・必要に応じて「情報Ⅰ」の内容を振り返りながら学べるようにするとともに，データ

サイエンスでは，中学校で学習した箱ひげ図を表計算ソフトウェアで作成すれば外れ値
が簡単に表⽰されることなどを扱った。（第五⼗⼀条の⼀） 



 

・将来の進路について，国内だけでなく世界へ興味関⼼をもつよう，章扉に「新時代を拓
いた⼈・もの・こと」として国内外の⼈物などを取り上げ，関連するエピソードや写真
を扱った。(第五⼗⼀条の⼆) 

・社会において「情報Ⅱ」で学習する内容が社会のあらゆる場⾯とつながっていることを
意識できるよう，多様な題材を掲載した。(第五⼗⼀条の⼆) 

・「情報Ⅱ」で学習する内容と⽇常⽣活との関連を，イラストや写真，例題など，さまざ
まな題材で⽰し，社会について，広く深い理解を養えるようにした。(第五⼗⼀条の三) 
 

 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-143 高等学校 情報 情報Ⅱ  
※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 情Ⅱ007-901 最新情報Ⅱ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

(1) 本⽂ 
学習内容を，例題を通して体験的に学べるよう⼯夫しています。豊富な図解や表，⾝近な

例をもとにした説明により，学習内容を理解しやすいよう留意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①導⼊  単元の学習内容を問いかけています。学習後に⽣徒⾃⾝の⾔葉でふり
返えられるよう⼯夫しています。 

②QR アイコン  項タイトル横などに付けています。学習内容に関連した Web コンテ
ンツや，参考となる Web ページを通して学習することができます。動
画，PDF，Web アプリケーション，参考となる Web ページへのリンク
があります。 

① 
② ③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 



 

③情報Ⅰのふり
返り  

情報Ⅰで学習した事項を思い出しながら学べるよう，必要に応じて情
報Ⅰの学習内容からていねいに解説しています。必要に応じて取捨選択
できるよう該当箇所にマークを⼊れています。 

④例題 ⾝近な具体例を⽰しながら，基本的な知識・技能の習得・理解を図っ
ています。解答例を⼀つのモデルとして，多様な⾒⽅・考え⽅を働かせ
ることができます。体験的に学習することで，知識・技能だけでなく，
思考⼒・判断⼒・表現⼒を伸ばせるようにしています。 

⑤参考 本⽂の学習事項の補⾜や，さらに知っておくとよい内容を取り上げて
います。このほか，⽇常⽣活とのつながりを意識した題材を取り上げた
コラム「⽣活とのかかわり」も掲載しています。 

⑥確認問題  学習内容を確認する問題です。学習事項の理解をより深めます。知識
・技能だけでなく，思考⼒・判断⼒・表現⼒が⾝に付けられるものも掲
載しています。 

⑦他教科・科⽬
マーク 

必要に応じてほかの教科・科⽬と⾏き来しながら学習できるよう，関
係がある内容の箇所に付けています。 

⑧ページ番号 各ページに付しているページ番号について，⼗進法による表記だけで
なく，情報でよく⽤いられる⼆進法と⼗六進法による表記も併記してい
ます。 

(2) Practice 
    各章に関連した探究的な実習です。その章で学習した内容をもとに，問題を発⾒・解決す

る活動を冒頭で提⽰し，活動例や活動⽅法を，写真やイラストとともに順を追って丁寧に説明
しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 



 

①問題提起  学習者が親しみを覚えるよう関連したイラストとともに，各章で学習し
た内容に関した探究的な問題を提起しています。 

②Check 実習を⾏う際の注意点や，関連した⽤語の解説などを必要な箇所に掲載
しています。 

 (3) 章末問題 
 各章で学習した内容の定着を図れるよう，章末に掲載しています。知識の確認だけでな
く，思考⼒・判断⼒を問う問題も収録しています。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①QR コード 

（⼀問⼀答）  
各章の重要⽤語を⼀問⼀答形式で学習できる Web アプリが利⽤できる

QR コードです。 

②関連ページ  必要に応じて教科書の説明等を確認できるよう，問いに関連した内容が
掲載されている教科書のページ数を問題横に掲載しています。 

 
 (4) 章扉 

 章扉でその章に関連する⼈物や出来事などを 実際
の写真とともに取り上げ，学習者の興味を喚起 でき
るよう⼯夫を施しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

① 
② 



 

①解説 章扉で取り上げた⼈物や出来事に関し，平易な⽂章で解説しています。 

②マンガ  章扉で取り上げた⼈物や出来事などに親しみをもてるよう，それらを題材
としたマンガを掲載しています。 

 
(5) 巻末  

教科書の例題を解くのに必要となる統計の基礎や，例題を通して開発するシステム際に必要
となるプログラミング⾔語の構⽂規則などを巻末に付録として掲載しています。 

 

①プログラミングの概要 4 章のシステム開発で必要となる JavaScript と Python の概要
について，具体的なプログラム例を⽰しながら簡潔に解説して
います。 

②統計の基礎知識  3 章のデータサイエンスを理解するための助けになる項⽬
を，数式を⽤いず，平易な⽂章と図で解説しています。 

２．対照表 

（例） 
 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 
時数 

 

 

 
1 章 1 節  
情報社会の発展と社会変⾰  

（1）情報社会の進展と情報技術 ア(ア) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(ア) 
（1）情報社会の進展と情報技術 ア(イ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(イ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 ア(ウ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(ウ) 

p.4〜7 
 
p.8〜9 
 
p.10〜13 
 

4 

1 章 2 節  
情報社会の発展と安全性  

（1）情報社会の進展と情報技術 ア(ウ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(ウ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 ア(ア) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(ア) 

p.14〜15 
 
p.16〜21 4 

Practice01 ⾝ の ま わ り の 新 し
い情報技術を探そう  
Practice02 啓 発 リ ー フ レ ッ ト
制作  

（5）情報と情報技術を活⽤した問題発⾒
・解決の探究  

p.22〜25 
2 

2 章 1 節  
情報デザイン 

（1）情報社会の進展と情報技術 ア(イ) 
（1）情報社会の進展と情報技術 イ(イ) 

p.28〜37 6 

① ② 



 

 

2 章 2 節  
メディアとコミュニケーショ

ン 

(2)コミュニケーションとコンテンツ ア
(イ) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ イ
(イ) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ ア
(ア) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ イ
(ア) 

p.38〜41 
 
p.42〜45 

6 

2 章 3 節  
コンテンツの創造と発信  

(2)コミュニケーションとコンテンツ ア
(イ) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ イ
(イ) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ ア
(ウ) 
(2)コミュニケーションとコンテンツ イ
(ウ) 

p.46〜51 
 
p.52〜55 

6 

Practice03 校 内 の 問 題 や 困 り
ご と を 取 り 上 げ ， デ ザ イ ン 思 考 で
解決しよう  
Practice04 「 部 活 動 選 び ア プ
リ」のプロトタイプ制作  

（5）情報と情報技術を活⽤した問題発⾒
・解決の探究  

p.56〜59 

2 

3 章 1 節  
データの収集と整理 

(3)情報とデータサイエンス ア(ア) 
(3)情報とデータサイエンス イ(ア) 

p.62〜71 6 
3 章 2 節  
データの可視化と推測  

(3)情報とデータサイエンス ア(イ) 
(3)情報とデータサイエンス イ(イ) 

p.72〜83 6 
3 章 3 節  
データ処理とモデルの評価  

(3)情報とデータサイエンス ア(ウ) 
(3)情報とデータサイエンス イ(ウ) 

p.84〜97 6 
Practice05 ⾷品ロスについて考
えてみよう 
Practice06 地球温暖化について
考えてみよう  

（5）情報と情報技術を活⽤した問題発⾒
・解決の探究  

p.98〜101 
2 

4 章 1 節  
情報システムとセキュリティ 

(4)情報システムとプログラミング ア
(ア) 

(4)情報システムとプログラミング イ
(ア) 

p.104〜115 
6 

4 章 2 節  
情報システムの開発 

(4)情報システムとプログラミング ア
(ア) 

(4)情報システムとプログラミング イ
(ア) 
(4)情報システムとプログラミング ア

(イ) 
(4)情報システムとプログラミング イ
(イ) 

p.116〜117 
 
p.118〜127 

6 

4 章 3 節  
情報システム開発の実際  

(4)情報システムとプログラミング ア
(イ) 

(4)情報システムとプログラミング イ
(イ) 
(4)情報システムとプログラミング ア

(ウ) 
(4)情報システムとプログラミング イ
(ウ) 

p.128〜131 
 
p.132〜139 

6 

 Practice07 新⼊⽣の部活動⼊部
登録アプリの制作  
Practice08 地域の防災情報シス
テムの構築  

（5）情報と情報技術を活⽤した問題発⾒
・解決の探究  

p.140〜143 
2 

 計 70 
  

 


